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 瀬戸内海と世界の内海を結ぶ「内海国際プラットフォーム ISIP」 
キックオフ・シンポジウムの開催について 

 

 

 

 
 
 

 
 

＜ISIP キックオフ・シンポジウムの背景＞ 
瀬戸内海は、有史以来、大陸と我が国を結ぶ大動脈、時代の最先端の文化や情報の行き交う海道と

して、世界に類を見ない独特の景観や文化を育んできました。しかし、近年、我が国の国際的な競争

力や交易機能の低下などにより、このような受発信機能の低下が懸念され、またその一方では、一昨

年の瀬戸内国際芸術祭の開催により、瀬戸内海の持つポテンシャルと今後の新たな可能性も再認識さ

れました。 
香川大学・香川県・高松市においては、2005～2008 年に、瀬戸内海をクリエイティブな人材及び

文化・芸術・産業の育成の場と位置づけ、文化と経済の融合を目指す広域拠点や海園都市の形成につ

いて共同研究し、その実現を目指してきました。それらの構想を基礎としつつ、瀬戸内海を閉じた海

ではなく、地中海、アドリア海、バルト海等の世界の代表的な内海と結ぶ国際的なプラットフォーム

（Inland Sea International Platform, ISIP）の構築を目指します。このプラットフォームを基に、

世界の内海領域に共通する課題やポテンシャルを相互に共有し、瀬戸内海地域の持つローカルな資源

とグローバルな市場環境を結びつけ、相互の交流を促すことにより、芸術・文化、都市・建築、観光・

交通、産業・物流など幅広い分野において、世界に開かれた「内海文化・産業モデル」の形成を、「地

方からの国際化戦略」として提案しようとするものです。 
 
＜キックオフ・シンポジウム＞ 
「内海国際プラットフォーム(ISIP) キックオフ・シンポジウム」 
◆開催日時：2012 年３月 23 日(金) 13:30～16:20 
◆開催場所：かがわ国際会議場（高松シンボルタワー タワー棟６階） 

以 上 
 

香川大学は、地域に根ざす国際化の重点テーマとして、瀬戸内海と世界の内海領域をネットワ

ーク化し、国を超えた地域連携や芸術・産業の交流・創造を促すことにより、地域の活性化に貢

献することを掲げております。 
この一環として、来る３月２３日（金）、かがわ国際会議場において、「内海国際プラットフォ

ーム ISIP」キックオフ・シンポジウムを開催し、国内外からの幅広い参画を呼びかけます。こ

の ISIP は、瀬戸内海及びその圏域エリアである四国地域を、創造性豊かな「文化・芸術・産業

の創造・発信拠点」とすることを目指すものです。 

問い合わせ先  
香川大学 工学部安全ｼｽﾃﾑ建設工学科教授 土井健司 
    国際研究支援センター長 (客員教授) 飯田豊彦   

TEL：087-864-2165, 087-832-1179 
※ 上記不在の場合 国際グループ 古島（事務） 
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